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タイ国新国立図書館を訪ねて
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1

わたくLは,去る5月8日京都を出発,同日,ふた

たびバンコクの土を踏んだ｡今年の3月,センターの

第 2期計画について,現地研究機関と意見を交換する

ため,農学部の四手井綱英教授と,この国を訪れて以

莱,ちょうど38日ぶりである｡

こんどの訪タイの目的は,東南アジア研究セソタ-

の ｢ビルマ ･タイ研究計画｣昭和41年度事業計画の一

環として,｢タイ国における,いわゆる農奴制 (Phrai)

と奴隷制 (That)の崩壊過程｣を, タイ語文献, と

くにタイ国国立図書館所蔵の未刊資料によって調査す

ることと,あわせてバンコク連絡事務所の仕事をする

ことである｡

文献調査という仕事の性質上,今回のタ イ国滞第三

は,その大半が,あの古ぼけた ｢ワチラウット文庫｣

と ｢ワチラヤソ文庫｣の薄暗い部屋のなかで過ごすこ

とになるだろう,というのが,EH発前のわたくしの予

想だった｡

ところが今度来てみると,5月5日というから,わ

たくしの到着するわずか3目前に,新しい国立図書館

が完成し,タノム首相を迎えて,盛大な開所式を終え

たばかりであることを知ったのである｡

あたくしは,さっそく新図書館を訪ねてみることに

した｡場所はバンコクの西北隅,チャオプラヤー河に

画したタ一 ･ワースクリーである｡最近すぼらしく立

派になったシー ･アユタヤ通りを西に進み,国会議事

堂を右手に眺めながら,ラーチャダムヌソ大通を突っ

切ってサムセソ通りに出ると,やがて左手に,タイ洋

折衷様式の,堂々とした白亜の建物が目にとび込んで
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きた｡敷地は大分ひろびろとしている｡20ライもある

だろうか｡タイ風の,鋭角的な赤瓦の屋根が,強い南

国の日ざLに照り映えて,まばゆく輝いている｡王宮

前広場の砂ほこりが,容赦なく吹き込んできたこれま

での図書館とはけた違いの立派さだ｡わたしは新しい

仕事場の完成を心から嬉しく思う｡

2

タイ国の ｢国立図書館｣の歴史は,今世紀の初めに

さかのぼる｡1905年,チュラロンコソ大帝ラーマ5世

王は,先帝モソクッ1､王の生誕 100年を記念して,王

宮のなかにタイ国最初の公開国立図書館を開設する｡

これが ｢国立ワチ ラヤ ソ図書 餅 (HoPhrEISamut

WachirayansamrapPllranal(hon,英語名 :Tlle

Vajiral7anaNationalLibrary)｣である｡

この図書館は,その成立の母体として,既存の3つ

の文庫をもつ｡ ｢ワチラヤソ御文庫｣,｢仏教文庫｣,

｢王墓経蔵｣がそれである｡

｢ワチラヤソ御文庫(HoPhrasamutWachirayan,

英語名 :TheRoyalVajira呂anaLibrary)｣ は,

新図書館にその建物を継承した点と,蔵書の内容の点

から見て,その後の図書館の発展に,最も大きな影響

をのこしている｡｢ワテラヤソ御文庫｣とは,1884年,

ラーマ5世王が,父王の遺徳を偲んで,王宮の中に開

設した一種の ｢図書クラブ｣で,王族や高級官吏が会

員であった｡ ｢ワチラヤソ｣という呼称は,モンクッ

写真 1 タ-･ワ-スクリ-の入口から

新国立図書館をのぞむ
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ト王が,即位前,僧籍にあったときの名にちなんだも

のである｡この ｢御文庫｣の蔵三吉は,当時市販されて

いたタイ語書を購入したもののほか,会員がそれぞれ

持ちよってあつめた外回書などが主なものであったと

いう｡

｢仏教文庫 (HoPhutthasnsalllnSangkh'111a)｣ と

いうのは,もと,バンコクのベンチャてボピット寺院

(いわゆる大理 寺寺院)の学僧の研究のた捌 こと乾生

した仏教典籍 (裾司版人蔵符など)をもとに成立した

文庫で,19.I)0年,さきの ｢..-)チラヤソ御文庫_lの一･隅

をか りて開設 されている｡
｢王室祥蔵 (HoMonthiantham)｣の歴史は古 く,
その建立は遠 くバンコク遷都の榊こさかのぼる｡ラー

-:1世王の石なっ-/7=仏教辞典の ｢結雄 】は著名な史実

であ,vJが,この紬歳には,そ(/_)的′轟u/]'-{ 二歳のrrJ,'(本

が納LlJ_)らjtていた｡つラー-マ5世の手で印刷 甘行され,

わが伸 こも多数もたらされた ｢タイ十圭版 パ ー･リ経

典Jは,この祥蔵 所蔵の原木を底本としたものであるo

以上3つの文庫の蔵告をあわせてつ くられたものが

｢田立ワチラヤン図書甘T;｣ である｡,}/:イ同初の公開国

立図書郡となった元 ｢ワチラヤソ御文庫｣の建物が,

手狭な上に,撲能的でなく,種々不軌であ った こ と

は,開設の当初から関係者によって指摘されていたと

ころであ一弓こ｡そこで1916年,ナ一 ･プラター ト通 り

に/j‥ウオソワット郡と呼ばれる新しい建物が出来上

-TJと, ｢ワチラヤソ図書裾｣は,さっそ くここへ移転
することになったOこうして,田立図吾鞘がはじめて

jy.Llr-A,'の外に出て,民衆にとっても近づきやすい存在と

なったのである｡

生まれたことは上述のとお りであるが,タイの~二に墨が,

図告錯弔業にどれほど大きな関心をもったかというこ
とは,歴代の図書銅長の顔ぶれにはっきりと現われて

いる｡初代町長のrJテラウ､ソト親王は,やがて即位し
てラーマ6世となった, 2代Hのソモット･アモ-ラ

パン親玉,3代目のダムロンj虹仁は,ともに_i,I,イ国き
っての学者であ り,王族としての身分も高い｡

1925年,ラー･マ6世王が崩御されると,この文人王

の全蔵書が,王位を継いだ弟王の手で,ワテラヤソ同

書鞘に'.Jr;増された｡ときの図書館長ダムロン親Iliは,

これを機会にワチラヤソ図書館の大改革を実行し,ま

ず,その蔵書のうち,碑文をふ くむ 一切の写本をシー

ワモークビマソ宮 (現田立博物冊鞘内)にうつし,こ

写真2 国立博物餅の一部となっているシー
ワモーークビマン宮,碑文が納められている

れを ｢ワチラヤソ文庫｣と名づけた｡-プ誼乾書のうち

の刊本と,新しく口録に加えられたラー･て6世王旧蔵

吾とを,これまでの建物にのこt,これを 改 名 して

｢ヮチラウット文庫Jと呼んだ｡爾来, ｢PE-:l立ワチラ

ヤソ図書鮒｣は,刊本の ｢ワチラウット文庫｣と写本

の ｢ワチラヤソ文庫｣の2つの文庫に分れることとな

ったわけである｡

1933年,芸術J,:)が新設され1 田立図書郡の業務一切

が芸術吊の管理に移されるにお よ ん で, ｢田立ワチラ

ヤソ図書灯し｣は, ｢田立図書刑 (HoSこImtlthElellg

れ,今｢Iにおよんでいる｡

1947年には,ダムロソ親王の蔵書の譲渡をうけて,

｢グムロン文庫(HoSarmltDalrlrOngr(lChanupllこlP)_】

が肌設されたO

｢鞘朋 了の利用者の数は,とくに第2次大町/1後,漸

か収容できない ｢ワテラウソト文庫｣は,熱心な利用

者がいつも廊 卜まであふれていた｡蔵ヲ拍ミ克美するに_

つれ,升車もすでに飽和状態をこえてtま-1ていたo

もともと4,00()冊で出発した図書餅,JJ;,そりままの広

さで14万冊にふ くれ上ったのであるからまことに当然

の話であ,yJ.こうした事情を膏景として新仲立｢畑 !描て

建設の必要は大分以前から叶は,iLていたが,191う11f:哩

からようや く具休的な準備にとりかか り,1963隼には

I定礎式にこぎつけ,そしてこの度,よit)や くにして閃
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写真3 ダムロン親王の蔵書をおさめた

ダムロソ文庫

所のはこびとなったわけである｡

3

新国立図書館は,バンコク市 ドゥシッT･区のタ一 ･

ワ-スクリーにある｡クー ･ワースク1)-,つまりワ

ースク1)-舟着場というのは,王室御用艇専用の舟着

場で,宮内庁の ｢舟運部｣がここにある｡図書館の敷

地は直接チャオプラヤ-河には画していないが,しば

らく耳をすましていると,ボンボン蒸気の音が,のど

かにひびいてくる｡バンコクも西北のはずれに近く,

町の中心からは大分遠いが,読書にはふさわしい環境

だ｡テ-ウェ-ト運河をはさんで,南側にはタイラン

ド銀行,タイテレビ局などが立ち並んでいる｡

今度完成したのは図書館の本館と附属講堂あわせて

16,000m2 で,27,200m2 の 敷地 の中央に横L型に建

てられている｡将来この右手に ｢国立文 書 館 (Ho

ChotmaihethaengChat,英語名 :NationalAr-

chives)｣と, ｢王立アカデミー (Ratchabanditsa-

than)｣とが建てられる予定と聞く｡

建設費4億 3,000万円という本館および講堂は,そ

れぞれ 5階および4階建｡エアコソディシコソの設備

は一部にかぎられているが,風通しがよく,天井が比

較的高いのでなかなか涼しい｡

正面玄関を入ると,中央ホールに受付がある｡閲覧

希望者は,ここで閲覧票を作成してもらわないと閲覧

室に入れない ｡NRC(NationalResearch CotlnCil

ofThailand)発行の身分証明書を提示すると,すぐ

に閲覧票を作ってくれる｡閲覧票作成には,自動車の

運転免許証に貼るのと同じサイズの 3cm>く3･5cm の

写真 1枚が入要である｡

出来上った閲覧票をもって,早速閲覧室をのぞいて
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第4巻 節2号

みる｡各閲覧室の入口の受付に閲覧票をあずけると,

開架式の書庫に白山に出入りして,好きな木を読むこ

とが出来る｡ただし図書の館外持出しは許されない｡

マイクロフィルムサーヴィスが,この欠点を幾分なり

とも補ってくれる｡撮影料は -･駒が15サタソ (二.:∵2円

70銭)とのことだった｡

1階の右手は, ｢新聞 ･雑誌閲覧毒｣である｡タイ

国内で発行される定期刊行物は,すべてここに納める

ことが義務づけられているそうであるが,さすがによ

く捕っており,保存もよい｡バックナンバーの装訂も

行き届いている｡内務省発行の <TlleSaphiban≫ な

ども1906年の第 1巻から完全に揃っているし,官報

も,1858,1874-1879,1888- と全部 availableで

ある｡これはちょっと他所では望めない｡

1階の左手は ｢一般図書閲覧室｣である｡辞書類,

言語,美術,古典,小説,歴史,地理,紀行,伝記,

理学,工学など,タイ語,外国語 (圧倒的に英語が多

い)の木がいろいろと並んでほいるが,絶対数が不足

しており,少なくともわれわれ外国人研究者にとって

は一番魅力のない部屋である｡

2階-上ると,中央のホールに2組のカーード箱がお

かれている｡右がタイ語,左が外国語 (大半が英語)

で,当図書館の全蔵書の総合カードが,著者名,著書

令,件名の3種好けこ分けて納められている｡カ-ドの

右肩の記号でただちに格納場所がわかる仕組になって

いるのは便利だ｡分類はデューイ1O進分類法によって

いる｡

向って右手の閲覧Ii室は ｢宗教 ･哲学 ･社会科学｣で

ある｡社会科学はまだまだ貧弱で,やはり仏教関係,

とくに各国版パ- リ三蔵がこの部屋の中核をなしてい

るといえよう｡

写真4 新国立図書館の内部,タイ国関係図書閲覧室
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2階の左手は ｢Lァジア関係図書閲覧室｣である｡英

語書が大部分｡それもインド,ビルマ,セイロソなど

が中心となっていて,たとえば中国関係などは,1段

ぐらいしか見当らない｡この辺の充実を望みたいとこ

ろである｡

3階の ｢/̂}イ国関係図書閲覧室Jこそは,この図書

館のいわば本命であろう｡タイ語だけでなく,タイ国

関係の外国語図書がすべてこの部屋にあつめられてい

る｡ただし貴重書に属するもの (たとえは1873年版の

プラドレー博士著タイ ･タイ辞典)などほこの部屋の

開架式書棚にはなく,4階の貴重書書庫 (ここへ入る

には特別の許可がいる)にしまってあるので,カー ド

によって検索の上,係員に申し出なければならない｡書

棚を一見すると,あまりにがらがらなので一瞬失望し

かけたが,カー ドをくってみて安心した｡さすがによ

く揃っていて,町では手に入らない NangsuCIlaek

なども,ほとんどあるようであるO なおこの部屋にお

さめられている NangsuChaekのうち,国立図書館

が版権を所有しているものについては,印刷後一定の

部数の納入を定められており,これを3階の｢販売部J

で安く入手できることを知っていると,何かと便利で

ある｡

3階の右手は ｢参考資料室 ｣ ｡各種の写本が要領よ

く展示されていて勉強になる｡

4階-上るには館長の特別の許可が必要である｡こ

こは 2つにLt二切られ,左手には各種の貴重書が,右手

のエアコン設備のある部 屋 に は,MalluSCriptand

inscriptionSectionの管理の下にある各種写本(Bai

Lanおよび SamutKhoi)が分類整理されている｡

5階は倉庫で,蔵書の余部が入れてあるという｡

各部屋を廻ってみての印象では,とにかく移転をよ

うや く終えたばかりで,整理に日下全力をあげている

最中という感じであった｡しかし,いずれにせよこれ

だけの施設が完成を見たということだけでも,タイ国

立図書館史上,画期的なことと言わねばなるまい｡タ

イ研究の今後の発展のため大いに慶賀すべきことであ

る｡なおこの図書館は祝日のほかは一切休日なし,毎

日8時30分から16時30分まで利用できることを附記し

ておく｡

メサ リア ン の 谷 よ り

飯 島 茂
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タイ国における乾季の終 りを告げる恒例のソソクラ

ーソの祭 りがやってくる｡なかでもとりわけタイ国北

部では毎年4月中旬になると,人びとは気狂いのよう

になってこの水祭 りを祝 う｡この地方の3- 4月にお

けるばさばさに乾ききったひどい暑さを経 験 しな い

と,水祭 りの本当の楽しさは解らないだろうし,この

祭 りに示すタイ人の爆発的なエネルギーの根源がよく

理解できないであろう｡

ソソクラーソの祭 りは元来春分の日を祝 うタイ国の

旧正月で,ビルマの水祭 りとは同系統のものといわれ

る｡この日は仏像,僧侶,両親,長老などに敬意と祝

福のしるLとして,水をかけるしきたりがある｡国王

も宮中でみそぎを受けられ,町角では人びとがおたが

いに水をかけあう習慣が古くからおこなわれている｡

しかし,バソコクではその慣行が過熱しすぎて首府と

しての機能がおちたり,外国人に迷惑だというので,

現在は禁止されている｡

だが,水祭 りは北部各地方では今日でもたい-ん盛

んに祝われる｡とりわけ古都チェンマイのソソクラ-

ソは有名である｡そこでは洋裁用の小型の霧吹きや手

製の水鉄砲による可愛い放水から,果ては トラックに
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写真 1 メサ りアンの谷,手前の林はテイカニ村
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